
１
１
月
１
８
日
水
曜
晴

天
の
日
、
建
交
労
中
央

行
動
が
行
わ
れ
全
国
か

ら
３
６
０
人
、
都
本
部

か
ら
は
１
０
９
人
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
国
土
交
通
省
前

で
建
交
労
独
自
の
意
思

統
一
集
会
、
そ
の
後
、

交
運
共
闘
中
央
行
動
に

切
り
替
わ
り
、
要
請
行

動
、
個
人
請
願
行
動
を

行
い
、
次
に
厚
労
省
に

対
し
、
同
じ
く
要
請
と
、

個
人
請
願
を
行
な
い
ま

し
た
。

厚
労
省
へ
の
請
願
内

容
は
、
交
運
労
働
者
の

労
働
条
件
向
上
と
、
安

心
安
全
な
医
療
・
介
護

・
社
会
保
障
制
度
の
確

立
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
交
運
共
闘
中
央

行
動
に
は
全
体
で
千
百

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
要
請
行
動
と
同

時
進
行
で
建
交
労
ヘ
ル

パ
ー
と
、
建
交
労
福
岡

に
よ
る
雇
用
対
策
を
求

め
る
厚
労
省
交
渉
、
国

鉄
闘
争
国
交
省
交
渉
も

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

昼
食
休
憩
の
後
、
日

比
谷
野
音
に
て
全
労
連

・
春
闘
共
闘
主
催
の
、

０
９
秋
年
闘
争
要
求
実

現
１
１
・
１
８
中
央
決

起
集
会
を
行
な
い
全
体

で
二
千
五
百
名
が
結
集

し
、
会
場
で
は
ム
シ
ロ

旗
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

集
会
で
挨
拶
し
た
全

労
連
大
黒
議
長
は
、

「
雇
用
や
中
小
企
業
を

守
る
為
、
国
に
緊
急
的

な
対
策
と
、
大
企
業
に

社
会
的
責
任
を
求
め
て

い
く
。
要
求
実
現
へ
の

闘
い
、
共
同
の
手
を
つ

な
ぎ
、
国
民
が
主
人
公

の
政
治
を
実
現

し
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

闘
い
の
交
流

で
は
東
京
医
労

連
か
ら
、
手
術

は
一
年
半
先
ま

で
予
約
待
ち
と

い
う
事
で
、
深

刻
な
医
師
・
看

護
士
不
足
の
改

善
を
訴
え
て
い

ま
し
た
。

集
会
終
了
後

は
建
交
労
の
業

種
別
に
省
庁
交
渉
や
、

国
会
議
員
要
請
を
行
な

い
ま
し
た
。

争
議
に
関
す
る
要
請
行

動
も
行
わ
れ
、
福
岡
県

九
州
定
温
分
会
の
解
雇

争
議
の
要
請
も
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

私
が
参
加
し
た
の
は

愛
知
県
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
分
会
の
Ｃ
Ｅ

（
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ン
ジ

ニ
ア
）
と
呼
ば
れ
る
ト

イ
レ
等
の
修
理
修
繕
を

行
な
う
技
術
労
働
者
の

労
働
者
性
を
争
う
争
議

で
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
本
社
と

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
社
に
対
し
て
の
争

議
解
決
を
求
め
る
要
請

で
し
た
。

業
務
委
託
契
約
で
あ
っ

て
も
実
質
上
会
社
か
ら

指
揮
監
督
下
に
あ
る
事

か
ら
組
合
を
結
成
し
、

会
社
に
団
体
交
渉
を
申

し
込
ん
だ
所
、
Ｃ
Ｅ
は

個
人
事
業
主
で
あ
る
と

決
め
つ
け
団
体
交
渉
を

拒
否
し
て
き
た
事
か
ら

闘
い
が
始
ま
り
５
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
（
紙

面
の
関
係
上
争
議
の
経

緯
は
省
略
）

現
在
は
最
高
裁
に
闘

い
の
場
所
が
移
っ
た
事

か
ら
東
京
都
本
部
の
全

面
的
な
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
性
を
争
う
裁

判
は
他
に
も
複
数
あ
り

他
の
争
議
に
も
判
決
は

影
響
を
与
え
ま
す
。

１
日
行
動
は
大
変
で

す
が
国
に
直
接
物
が
言

え
る
建
交
労
の
素
晴
ら

し
さ
、
凄
さ
を
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

【
遠
藤
晃
通
信
員
】

一

番
乗
り
で
会
場
に
着

い
た
時
、
「
結
成
十
年

の
到
達
点
を
土
台
に
、

活
か
そ
う
憲
法
、
な
く

そ
う
貧
困
と
格
差
、
め

ざ
そ
う
十
万
人
建
交
労
」

と
い
う
横
断
幕
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
と
て
も
ま
ぶ
し

か
っ
た
。

自
己
紹
介
の
後
、
私

の
職
場
で
の
女
性
の
お

茶
汲
み
の
負
担
を
思
い

切
っ
て
述
べ
ま
し
た
。

長
野
の
企
業
組
合
の
人

か
ら
「
と
て
も
切
実
な

内
容
で
伝
わ
っ
て
き
た

よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
長
野
の
企
業

組
合
で
は
、
女
性
の
お

茶
汲
み
は
一
切
廃
止
さ

れ
、
各
人
が
自
分
の
事

は
自
分
で
す
る
、
と
い

う
よ
う
に
決
め
た
よ
う

で
す
。

初
め
て
参
加
し
て
心

細
か
っ
た
の
に
「
仲
間
っ

て
い
い
な
あ
」
と
親
近

感
が
わ
き
ま
し
た
。
各

地
方
か
ら
参
加
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
は
、
素
顔
で
、

普
段
着
で
、
飾
ら
ず
、

い
き
い
き
と
発
言
さ
れ

て
い
る
。
お
ふ
く
ろ
た

ち
の
労
働
運
動
の
血
が
、

引
き
継
が
れ
て
い
る
の

を
感
じ
た
。
そ
の
中
で
、

長
崎
の
原
爆
二
世
の
方

の
切
実
な
話
が
、
印
象

深
か
っ
た
。
家
族
の
事

を
あ
り
の
ま
ま
に
語
ら

れ
、
さ
ら
け
出
さ
れ
、

そ
の
苦
し
み
を
抱
え
な

が
ら
、
前
向
き
に
活
動

さ
れ
て
い
る
姿
勢
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
来

年
女
性
部
と
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議(

戦

争
を
す
る
国
を
許
さ
ず
、

核
廃
絶
と
平
和
を
求
め

る
会
議)

へ
出
席
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
「
是
非
、
今
日
の

お
話
を
そ
の
ま
ま
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
も
語
っ
て
下

さ
い
。
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
夜
の
交

流
会
は
「
楽
し
か
っ
た

こ
と
」
「
辛
か
っ
た
こ

と
」
に
つ
い
て
参
加
者

全
員
が
語
り
、
女
性
部

ら
し
い
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。

地
元
大
阪
の
方
々
の
心

づ
か
い
に
感
謝
で
す
。

そ
し
て
、
惜
し
ま
れ
つ

つ
退
任
さ
れ
る
東
京
の

近
澤
さ
ん
の
挨
拶
は
、

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
心

に
沁
み
ま
し
た
。
今
回
、

代
表
と
し
て
送
り
出
し

て
い
た
だ
き
、
自
分
の

内
に
新
し
い
方
向
の
糸

口
が
つ
か
め
た
感
じ
で

す
。
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一
一
・
一
八
建
交
労
中
央
行
動

全
労
連
、
交
運
共
闘
、
春
闘
共

闘
と
結
合
し
て
新
政
権
、
財
界

に
要
求
実
現
を
求
め
る

国土交通省前の道路を埋め尽くす、全国から
集まった建交労の仲間達

国鉄１０４７名問題、交通運輸の安心安全の

要請を求める、国交省への個人請願の様子

中
央
女
性
部
第
十
回
大
会

「仲
間
っ
て
い
い
な
ぁ
」

東
京
女
性
部
委
員

山
崎
容
子



２
０
０
９
年
１
０

月
３
１
日
（
土
）
東

京
労
働
会
館
ラ
パ
ス

ホ
ー
ル
に
て
東
京
労

連
女
性
セ
ン
タ
ー
第

18
回
定
期
大
会
が
行

わ
れ
各
単
産
、
地
域

女
性
セ
ン
タ
ー
の
取

組
や
、
職
場
の
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

り
そ
な
銀
行
で
は

女
性
が
退
職
金
を
減

額
さ
れ
労
使
協
定
で

決
め
た
事
を
反
故
に

す
る
行
為
は
許
せ
な

い
、
と
発
言
。
郵
政

産
業
労
組
で
は
、
仕

事
が
厳
密
化
し
、
日
々

の
残
業
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
完
全
把
握
と
訓

練
で
病
気
に
な
っ
た

方
も
い
る
、
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下

も
許
せ
な
い
と
怒
り

の
報
告
。

教
職
員
組
合
で
は
、

産
休
明
け
に
担
任
を

外
さ
れ
、
退
職
を
迫

り
隔
離
、
組
合
抗
議

後
、
組
合
委
員
長
解

雇
２
９
年
争
い
裁
判

で
勝
利
し
た
が
変
わ

ら
な
い
状
態
。

他
の
高
校
で
も
組

合
潰
し
で
組
合
員
教

職
員
達
の
担
任
外
し

寒
い
廊
下
に
一
日
中

立
た
せ
る
横
暴
、
11

年
裁
判
で
闘
い
勝
利

し
た
が
状
況
が
変
わ

ら
ず
の
報
告
。

都
教
組
で
も
、
８

３
時
間
の
時
間
外
勤

務
、
７
０
%
の
う
つ

病
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
教

職
員
の
担
任
外
し
仕

事
を
奪
い
、
女
性
に

は
、
子
供
を
生
む
な
！

の
締
め
付
け
。
自
治

労
連
で
は
、
夜
の
宣

伝
活
動
や
２
０
年
間

も
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
報

告
。医

労
連
で
は
、
医

者
や
介
護
の
不
足
、

看
護
士
の
処
遇
改
善

の
運
動
と
現
状
の
報

告
。
長
時
間
労
働
と

緊
張
の
日
々
心
身
共

に
疲
れ
医
療
ミ
ス
の

危
険
、
一
緒
に
国
や

都
に
声
を
挙
げ
て
頂

き
た
い
と
、
切
実
な

訴
え
。

法
律
事
務
所
で
は
、

女
性
の
権
利
、
労
働

者
の
権
利
の
パ
ン
フ

配
り
の
報
告
。

年
金
者
組
合
で
は

高
期
高
齢
者
制
度
に

「
自
分
達
の
事
は
人

任
せ
に
せ
ず
自
分
達

で
声
を
挙
げ
よ
う
」

と
仲
間
を
増
や
し
雨

の
中
国
会
抗
議
行
動
。

他
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
通
信

労
組
、
全
印
総
連
、

保
育
士
等
の
職
場
の

実
態
や
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

建
交
労
で
は
全
動

労
の
争
議
と
物
品
販

売
の
紹
介
が
さ
れ
、

大
会
終
了
後
完
売
。

私
の
労
働
審
判
の

報
告
も
、
自
分
の
事

の
よ
う
に
声
を
挙
げ

て
賛
同
、
終
了
後
は

「
横
暴
な
社
長
に
負

け
な
い
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。

色
々
の
職
場
で
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
を

知
り
、
感
銘
し
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

東
部
地
区
協
議
会

で
は
、
１
０
月
２
０

日
（
火
）
に
第
１
１

回
東
部
地
協
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
参

加
規
模
は
、
延
べ
４

３
名
で
総
会
を
行
な

い
ま
し
た
。

冒
頭

秋
元
副
議
長

か
ら
全
議
長
で
今
年

お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
門
川
議
長
の

冥
福
を
祈
り
黙
祷
を

さ
さ
げ
ま
し
た
。
続

い
て
来
賓
の
あ
い
さ

つ
と
、
０
９
年
総
括

と
１
０
年
の
運
動
方

針
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
上

村
事
務
局
長
か
ら
一

年
の
総
括
と
建
交
労

発
足
し
１
０
年
が
経

過
し
東
部
地
協
と
し

て
、
こ
の
１
０
年
間

ど
う
だ
っ
た
か
問
題

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
後
、
東
部
地

協
を
今
後
継
続
す
る

た
め
に
、
ど
う
い
う

運
動
を
行
な
っ
て
い

く
方
向
性
な
ど
が
提

案
さ
れ
、
最
後
に
１

０
年
が
経
過
し
原
点

に
戻
る
所
は
戻
っ
て

再
度
前
に
進
む
こ
と

を
話
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。

続
い
て
新
役
員
の
選

出
が
行
な
わ
れ
、
新

役
員
と
し
て
、
神
田

支
部
辰
巳
分
会
の
久

保
木
さ
ん
と
東
部
江

東
一
般
の
野
中
さ

ん
が
新
し
い
仲
間

に
加
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
採

決
が
行
な
わ
れ
全

員
拍
手
で
１
０
年
度

の
総
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

最
後
に
、
門
川
前
議

長
の
存
在
感
が
強
く

す
っ
か
り
穴
の
開
い

た
状
態
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
門

川
さ
ん
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
た
事
な
ど
を

胸
に
秘
め
、
今
期
新

役
員
が
原
点
に
戻
っ

た
運
営
と
運
動
を
積

極
的
に
協
力
し
、
魅

力
の
あ
る
地
協
に
し

て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
上
村
誠
通
信
員
】

各
分
会
・
支
部

定
期
大
会

中
南
部
支
部

10

月
29
日

執
行
委
員
長

浦
野

武
大

副
委
員
長

松
下

和
樹

書
記
長

本
間

譲
二

書
記
次
長

斎
藤

正

飯
田
橋
分
会

11
月
11
日

執
行
委
員
長

坂
本

憲
勇

書
記
長

雑
賀

幸
男

三
多
摩
支
部

10
月
12
日

執
行
委
員
長

増
島

靖
浩

副
委
員
長

坂
口

朝
子

書
記
長

山
下

卓
郎

中
西
部
地
区
協
議
会

11
月
17
日

議
長中

島

均

副
議
長

西
田

修
一

松
田

隆
浩

佐
々
木
生
三

事
務
局
長

宮
澤

毅

事
務
局
次
長

高
橋

和
市

東
宝
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
分
会

11
月
22
日

執
行
委
員
長

神
永

弘
久

副
委
員
長

中
原

伸
浩

書
記
長

松
田

隆
浩
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11月29日 東京母親大会
11月29日～30日全国建設研究・交流集会
12月 3日 中西部支部大会
12月 4日 東京青年部総会
12月 4日 表現の自由を求める日比谷集会
12月 6日～7日東京春闘10討論集会
12月 7日 東部支部大会
12月 8日 東京高齢者部会
12月10日 事業団協議会総会
12月10日 平和大会IN神奈川
12月11日 第2回4役会議
12月11日 第2回常任執行委員会
12月15日 中西部民間分会大会
12月16日 東京春闘共闘霞が関行動
12月20日 東京都本部10春闘討論集会
12月25日 大掃除
12月29日 冬休み
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